
（1）　平成 29 年９月 15 日 第 34 号医 師 連 盟 TOTTORI

旨
の
監
査
報
告
が
あ
り
、
賛
成

多
数
で
決
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　

詳
細
は
別
記
の
と
お
り
。

○
平
成
二
十
九
年
度
地
区
連
絡
費

　

平
成
二
十
九
年
度
の
地
区
連

絡
費
は
平
成
二
十
八
年
度
と
同

様
に
負
担
金
納
入
額
の
二
〇
％

を
交
付
す
る
こ
と
と
決
定
し
た
。

す
る
た
め
に
は
、
良
い
医
療
制

度
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
医
政
活
動
は

我
々
医
師
の
た
め
だ
け
の
活
動

で
は
な
く
、
国
民
の
た
め
の
活

動
で
あ
り
、
大
切
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
本
日
は
議
事
の

ほ
か
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
長

の
羽
生
田
た
か
し
先
生
を
お
迎

え
し
、
講
演
を
お
願
い
し
て
お

り
、
懇
親
会
も
予
定
し
て
い
る
。

活
発
な
ご
議
論
を
お
願
い
し
た
い
。

【
議
事
】

○
執
行
委
員
の
一
部
異
動
に
つ
い
て

　

東
部
医
師
連
盟
か
ら
委
員
一

名
の
交
代
の
申
し
出
が
あ
り
、

承
認
し
た
。

○
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告

　

平
成
二
十
八
年
度
の
主
な
事

業
報
告
（
一
部
二
十
九
年
度
分

●
魚
谷
委
員
長
挨
拶
（
要
旨
）

　

本
日
は
ご
多
用
の
と
こ
ろ
、

猛
暑
の
中
ご
参
集
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。
近
年
、
収

支
決
算
承
認
に
関
す
る
医
師
連

盟
執
行
委
員
会
は
、
集
ま
り
易

さ
を
考
慮
し
て
医
師
国
保
組
合

会
と
同
日
に
開
催
し
て
い
る
。

医
師
連
盟
の
活
動
は
医
師
会
活

動
と
表
裏
一
体
で
あ
り
、
選
挙

の
時
だ
け
で
は
な
く
、
日
ご
ろ

の
医
師
連
盟
の
活
動
が
重
要
で

あ
る
。
医
療
は
国
の
制
度
に
影

響
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の

で
、
国
民
に
良
い
医
療
を
提
供
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を
含
む
）
に
つ
い
て
明
穂
副
委

員
長
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
別
記
の
と
お

り
。

○
平
成
二
十
八
年
度
決
算

　

平
成
二
十
八
年
度
収
支
決
算

で
は
、
会
計
責
任
者
の
瀬
川
委

員
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
、
中
井

会
計
監
督
者
か
ら
適
正
で
あ
る

魚谷委員長
あいさつ

　
　
　
　
　
　
　
　
執
行
委
員
会

�������

�������

『
事
業
報
告
・
収
支
決
算
承
認
と

 

羽
生
田
た
か
し
先
生
国
会
報
告
会
』

　
鳥
取
県
医
師
連
盟
は
、
八
月
十
日
、
鳥
取
市
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
に
お
い
て
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
執

行
委
員
の
一
部
異
動
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算
を
承
認
し
た
他
、
講
演
と
し
て
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
の

羽
生
田
た
か
し
参
議
院
議
員
の
国
会
報
告
会
を
お
こ
な
っ
た
。

鳥
取
県
医
師
連
盟
役
員
・
執
行
委
員
等
名
簿

�

［
敬
称
略
］

�

平
成
29
年
８
月
10
日

委
　 

員 

　
長　
　

魚　

谷　
　
　

純

副
委
員
長　
　

明　

穂　

政　

裕

常
任
執
行
委
員　
　

渡　

辺　
　
　

憲　
　
　

清　

水　

正　

人

　
　
　
　
　
　
　
　

松　

浦　

喜　

房　
　
　

松　

田　
　
　

隆

　
　
　
　
　
　
　
　

野　

坂　

美　

仁

執
行
委
員

　
　

（
東
部
8
名
）
岡　

田　

克　

夫　
　
　

瀬　

川　

謙　

一

　
　
　
　
　
　
　
　

太　

田　

匡　

彦　
　
　

中　

井　

正　

二

　
　
　
　
　
　
　
　

石　

谷　

暢　

男　
　
　

松　

田　

裕　

之

　
　
　
　
　
　
　
　

池　

田　

光　

之　
　
　

安　

陪　

隆　

明

　
　

（
中
部
6
名
）
武　

信　

順　

子　
　
　

新　

田　

辰　

雄

　
　
　
　
　
　
　
　

安　

梅　

正　

則　
　
　

野　

田　

博　

司

　
　
　
　
　
　
　
　

松　

井　
　
　

寛　
　
　

明　

島　

亮　

二

　
　

（
西
部
10
名
）
根　

津　
　
　

勝　
　
　

小　

林　
　
　

哲

　
　
　
　
　
　
　
　

中　

曽　

庸　

博　
　
　

岡　

空　

輝　

夫

　
　
　
　
　
　
　
　

辻　

田　

哲　

朗　
　
　

木　

村　

秀
一
朗

　
　
　
　
　
　
　
　

安　

達　

敏　

明　
　
　

藤　

瀬　

雅　

史

　
　
　
　
　
　
　
　

笠　

木　

正　

明　
　
　

米　

川　

正　

夫

業
務
委
員

（
会
計
責
任
者
）
瀬　

川　

謙　

一

（
会
計
責
任
者
職
務
代
行
者
）
岡　

田　

克　

夫

（
会
計
監
督
者
）
新　

田　

辰　

雄　
　
　

中　

井　

正　

二
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　　　　　　②その他
　　　　　　　※協議会後に「羽生田たかし君と

明日の医療を語る会」開催

■「日本医師会若手会員と自民党青年局役員との
意見交換・懇親会」
　日　時　　平成29年４月27日
　場　所　　自民党本部　（懇親会：網元満平　

平かわ）
　出席者　　太田匡彦先生（日本医師会将来ビジ
　　　　　　ョン委員会委員）

■日医連医政活動研究会
＜第１回＞
　日　時　　平成29年２月25日
　場　所　　大手町サンスカイルーム
　出席者　　清水日医連医政活動研究会委員、魚

谷委員長、明穂副委員長、委員：事
務局：谷口、塚谷

　議　事　　①参議院議員選挙結果
　　　　　　②参議院議員選挙を振り返って（埼

玉県、静岡県）
　　　　　　③講演「2020年に向けて皆様とでき

ること」
　　　　　　　丸川珠代　東京オリンピック・パ

ラリンピック担当大臣
　　　　　　　講演「国民皆保険を守るために」
　　　　　　　横倉義武　日医連委員長

■日医連事務局会議
　日　時　　平成29年２月25日
　場　所　　大手町サンスカイルーム
　出席者　　事務局：谷口、塚谷
　議　事　　①参議院選挙結果
　　　　　　②アンケート調査結果
　　　　　　③参議院議員選挙の振り返り（埼玉

県、静岡県、東京都）

３．選挙関係
■第24回参議院議員選挙（平成28年７月10日投票）
［鳥取・島根合区］　投票率　56.28％

鳥 取 島 根 計 備考

青木　一彦（自民）144,727 243,060 387,787 当選

福島　浩彦（民進）109,743 105,174 214,917

国領ぶんた（幸福） 6,867 8,924 15,791

［比例区］

鳥 取 全 国 備　考

自見はなこ（自民） 1,006 210,562 自民党第９位当選

＜参考＞
○平成28年６月11日、日本小児科医師連盟主催に
よる「自見はなこ先生を励ます会」が米子コン
ベンションセンターにおいて開催され、西部医
師連盟とともに開催協力した。
○平成28年６月16日、鴨下一郎議員（東京11区選
出）、古川禎久議員（宮崎３区選出）が鳥取県
を訪問。懇談会を開催した。（魚谷会長、渡辺
副会長、明穂常任理事、中村歯科医師会常務理
事、虎井看護協会長）
○平成28年７月４日、尾辻秀久議員（元厚生労働
大臣）が鳥取県医師会を訪問、渡辺副会長、明
穂常任理事が面談、対応した。

４．その他
○広報活動としてリーフレット「医師連盟
TOTTORI」を１回（第33号）発行した。
○「羽生田たかし君と明日の医療を語る会」が平
成29年５月16日、ホテルニューオータニにおい
て開催され、魚谷委員長、渡辺常任執行委員が
出席した。（平成29年度）
○「自見はなこ先生次世代の医療政策を考える会
（朝食会）」が平成29年７月18日、麹町会館に
おいて開催され、魚谷委員長が出席した。（平
成29年度）
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（一部平成29年度を含む）
自　平成28年４月１日　　　
至　平成29年８月10日現在　

［敬称略］

１．鳥取県医師連盟関係
■執行委員会
＜第１回＞
　日　時　　平成28年８月25日
　場　所　　ホテルニューオータニ鳥取
　議　事　　①役員等の人事について
　　　　　　②7/26日本医師連盟執行委員会報告
　　　　　　③平成27年度事業報告について
　　　　　　④平成27年度収支決算承認について
　　　　　　　・鳥取県医師連盟
　　　　　　　・自由民主党鳥取県医師連盟支部
　　　　　　⑤平成28年度地区連絡費について
　　　　　　⑥参議院選挙結果について
　　　　　　　・鳥取島根合区
　　　　　　　・比例区

＜第２回＞
　日　時　　平成29年３月18日
　場　所　　ホテルニューオータニ鳥取
　議　事　　①1/17日本医師連盟執行委員会報告
　　　　　　②2/25日本医師連盟医政活動研究会

報告
　　　　　　③今後の鳥取県医師連盟並びに地区

医師連盟の活動方針について

■常任執行委員会（拡大：理事会後）
＜第１回＞
　日　時　平成28年５月19日
　場　所　鳥取県医師会館
　議　事　①平成28年度負担金の徴収について
　　　　　②自見はなこ先生の支援体制について

２．日本医師連盟関係
■日医連執行委員会
＜第１回＞
　日　時　　平成28年７月26日
　場　所　　日本医師会館
　出席者　　魚谷委員長、明穂副委員長、随行：

谷口
　議　事　　①日本医師連盟役員人事について
　　　　　　　（日医．各県役員の改選に伴う）
　　　　　　②平成28年度日本医師連盟の交付金

について（負担金納入額の30％）
　　　　　　③第24回参議院選挙結果について

＜第２回＞
　日　時　　平成29年１月17日（※都道府県医師

会長協議会後）
　場　所　　日本医師会館
　出席者　　魚谷委員長、明穂副委員長、渡辺常

任執行委員、随行：谷口
　議　事　　①平成27年度収支決算報告
　　　　　　②平成29年度負担金基準額（２万円

に決定）
　　　　　　　※会議後に合同新年会開催

※平成29年度
＜第１回＞
　日　時　　平成29年５月16日（※都道府県医師

会長協議会後）
　場　所　　日本医師会館
　出席者　　魚谷委員長、明穂副委員長、渡辺常

任執行委員、随行：谷口
　議　事　　①平成29年度日本医師連盟交付金
　　　　　　　（30％に決定）

平成28年度鳥取県医師連盟の事業概要
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■
厚
生
労
働
委
員
長

　

本
日
は
、
お
招
き
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
る
。
国
会
が
閉

会
し
、
全
国
を
回
っ
て
い
る
。

　

日
本
医
師
会
の
常
任
理
事
、

副
会
長
と
し
て
医
師
連
盟
を
担

当
し
、
平
成
二
十
五
年
参
議
院

選
挙
で
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
国
会
議
員
と
な
っ
た
。
昨

年
九
月
に
は
参
議
院
議
員
一
年

生
と
し
て
は
異
例
で
、
同
期
三

十
四
名
の
国
会
議
員
の
中
た
だ

一
人
、
厚
生
労
働
委
員
長
を
拝

命
し
た
。
昨
年
の
参
議
院
選
挙

で
当
選
し
た
自
見
は
な
こ
議
員

も
同
じ
厚
生
労
働
委
員
会
に
所

属
し
て
お
り
、
委
員
長
は
自
身

の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
自
見
先
生
と
二
人

体
制
で
日
医
の
医
療
政
策
実
現

の
た
め
頑
張
っ
て
い
る
。

■
受
動
喫
煙
防
止
法
案

　

こ
の
度
の
国
会
で
は
受
動
喫

煙
防
止
の
法
案
、
正
式
に
は
健

康
増
進
法
の
一
部
改
正
案
が
自

民
党
内
で
議
論
が
ま
と
ま
ら

ず
、
塩
崎
厚
生
労
働
大
臣
（
当

時
）
が
ま
と
め
た
折
衷
案
で
も

ダ
メ
だ
と
し
て
法
案
と
な
ら
な

か
っ
た
。
自
民
党
の
部
会
に
は

喫
煙
す
る
議
員
が
多
く
、
葉

た
ば
こ
農
家
や
た
ば
こ
販
売
業

者
、
飲
食
店
業
界
な
ど
か
ら
の

要
請
を
う
け
て
、
法
案
に
反
対

す
る
若
手
の
議
員
の
姿
が
多
く

見
ら
れ
た
。
日
本
は
、
喫
煙
問

題
に
つ
い
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
保
健

機
構
の
評
価
で
は
下
か
ら
四
番

目
の
低
い
評
価
と
な
っ
て
い

る
。
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
が
、
Ｉ

Ｏ
Ｃ
で
は
誘
致
の
条
件
と
し
て

喫
煙
問
題
の
解
決
が
謳
わ
れ
て

お
り
、
日
本
医
師
会
等
医
療
関

係
団
体
が
署
名
活
動
を
展
開

し
、
書
面
を
添
え
て
厚
生
労
働

大
臣
へ
早
期
決
着
を
陳
情
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
社
会
保
障
制
度
改
革

　

平
成
三
十
年
は
医
療
費
と
介

護
給
付
費
の
同
時
改
定
と
な

り
、
平
成
三
十
一
年
十
月
に
は

消
費
税
が
一
〇
％
へ
引
き
上
げ

ら
れ
る
予
定
で
、
薬
価
に
つ
い

て
は
毎
年
改
定
が
噂
さ
れ
る
な

ど
医
療
界
は
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。

　

更
に
財
政
制
度
等
審
議
会
や

未
来
投
資
会
議
な
ど
で
は
社
会

保
障
制
度
改
革
と
し
て
44
も
の

改
革
検
討
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
医
療
・
介
護
提
供
体
制

の
適
正
化
で
は
、
医
療
の
産
業

化
を
目
指
し
て
お
り
、
す
で
に

介
護
保
険
分
野
で
は
不
正
請
求

な
ど
が
横
行
し
て
お
り
懸
念
し

て
い
る
。
生
活
保
護
で
も
ブ

ロ
ー
カ
ー
が
暗
躍
す
る
な
ど
し

て
い
る
。
診
療
報
酬
の
審
査
の

効
率
化
と
統
一
性
の
確
保
と
し

て
、
基
金
と
国
保
の
審
査
の
統

合
で
ム
ダ
を
排
除
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
を

活
用
し
た
審
査
の
効
率
化
な
ど

が
あ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
利
用
の
在
り
方
で
は
保
険

給
付
と
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
の
柔

軟
な
組
み
合
わ
せ
な
ど
多
様
な

選
択
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
い

わ
ゆ
る
「
混
合
介
護
」と
し
て
、

医
療
保
険
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。

■
規
制
改
革
会
議

　

規
制
改
革
会
議
の
議
題
と
し

て
診
療
報
酬
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
診
療
報
酬
の
伸
び
を

示
す
資
料
と
し
て
財
政
審
資
料

で
は
一
九
九
五
年
を
起
点
と
し

た
伸
び
率
を
示
し
て
賃
金
指
数

や
消
費
者
物
価
指
数
よ
り
診
療

報
酬
の
伸
び
が
高
い
こ
と
を
恣

意
的
に
示
し
て
い
る
に
対
し
、

日
本
医
師
会
で
は
二
〇
一
二
年

を
起
点
と
す
る
べ
き
で
、
診
療

報
酬
本
体
の
伸
び
は
消
費
者
物

価
指
数
や
賃
金
指
数
よ
り
下

回
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
お

り
、
ど
こ
に
起
点
を
置
く
の

か
、
両
者
が
対
立
し
て
い
る
。

　

更
に
医
療
費
適
正
化
策
と
し

て
地
域
差
を
縮
小
す
べ
き
と
し

講
　
演

「
財
政
論
に
押
さ
れ
る
医
療

　
　
　
　
～
規
制
改
革
会
議
の
無
責
任
～
」

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
、
参
議
院
議
員
　
羽
生
田
た
か
し
先
生

羽生田たかし参議院議員
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て
「
地
域
別
診
療
報
酬
の
特

例
」
の
活
用
方
策
を
検
討
す
る

こ
と
や
、
行
政
の
要
請
や
勧
告

に
応
じ
な
い
場
合
に
保
険
医
療

機
関
の
指
定
を
し
な
い
こ
と
を

可
能
に
す
る
な
ど
、
民
間
医
療

機
関
へ
の
都
道
府
県
知
事
の
権

限
を
強
化
す
べ
き
と
言
っ
た
過

激
な
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
改
革
と
し
て
、
か
か

り
つ
け
医
以
外
を
受
診
し
た
場

合
の
定
額
負
担
の
導
入
の
検
討

や
薬
剤
の
種
類
に
応
じ
た
保
険

償
還
率
の
設
定
や
、
一
定
額
ま

で
の
全
額
自
己
負
担
を
な
ど
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
か

か
り
つ
け
医
の
定
義
が
確
定
し

て
い
な
い
。
日
本
医
師
会
で
は

「
な
ん
で
も
相
談
で
き
る
上
、

最
新
の
医
療
情
報
を
熟
知
し

て
、
必
要
な
時
に
は
専
門
医
、

専
門
医
療
機
関
を
紹
介
で
き
、

身
近
で
頼
り
に
な
る
地
域
医

療
、
保
健
、
福
祉
を
担
う
総
合

的
な
能
力
を
有
す
る
医
師
」
と

定
義
し
て
い
る
。

■
今
後
に
向
け
て

　

先
般
、
五
月
十
六
日
、
明
日

の
医
療
を
語
る
会
を
東
京
都
内

の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
横
倉
日

本
医
師
会
会
長
を
は
じ
め
全
国

の
医
師
会
長
、
多
く
の
国
会
議

員
の
先
生
方
に
お
い
で
い
た
だ

い
た
。
特
筆
す
べ
き
は
森
喜
朗

氏
、
福
田
康
夫
氏
の
二
人
の
元

総
理
大
臣
に
お
い
で
い
た
だ
い

た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

会
で
は
あ
ま
り
例
が
な
い
こ
と

で
あ
る
。

　

自
分
は
昭
和
二
十
三
年
生
ま

れ
で
ま
だ
体
力
も
気
力
も
十
分

あ
る
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。会場風景
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平成28年度鳥取県医師連盟収支決算報告書
【収入の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（単位：円）

款 項 収入済額 摘　　　　　　要

１．会　　　　費
（37.28%）

11,235,000

１．会　　　　費 11,235,000 東部 4,010,000円　中部 1,892,500円　西部 5,332,500円

２．特 別 会 費 0  

２．寄　 付 　金
（9.49%）

2,859,500

１．日医連寄付金 2,859,500
交付金　　　　　　　　　2,178,000円
自見はなこ氏活動交付金 　 681,500円

３．その他の収入
（0.00%）

413

１．雑　　　　入 413 普通預金利息

４．繰　 越 　金
（53.23%）

16,044,743

１．繰　越　金 16,044,743 前年度繰越金

収　入　合　計 30,139,656

【支出の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（単位：円）

款 項 支出済額 摘　　　　　　要

１．事　 務 　費
（1.78%）

222,211

１.一般事務費 222,211 消耗品、口座振込手数料、送料他

２．組織活動費
（12.92%）

1,616,119

１．旅　　　　費 78,280

２．会　 議 　費 508,754

３．懇 談 会 費 816,058

４．負　 担 　金 60,000 国民政治協会費

５．広　 報 　費 153,027 医師連盟TOTTORI　１回発行

３．選挙関係費
（4.00%）

500,000

１．寄　 付 　金 500,000 １名

４．寄付交付金
（81.31%）

10,173,900

１．日医連負担金 7,260,000 ＠20,000円×363人

２．地区連絡費 2,247,000 東部　802,000円　中部　378,500円　西部　1,066,500円

３．支部交付金 666,900 ＠2,700円×247人

５．その他の経費 0

（0%） １.予備費 0

支　出　合　計 12,512,230

収支差引残額　17,627,426 円は平成 29 年度へ繰越


